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町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
施
策
を
体
系
化

し
た
全
体
計
画
と
教
育
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
を
見
据
え
、
今
後
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
重
点
計
画
と
を
ま
と
め
た
「
町
田
市
教

育
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

を
背
景
と
し
て
、
今
後
の
教
育
施

策
の
方
向
を
示
し
た
重
点
計
画
で

あ
る
「
重
点
プ
ラ
ン
」
の
２
つ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
期
間

は
２
０
０
９
年
度
を
初
年
度
と

し
、
お
お
む
ね　

年
間
で
す
。
中

１０

心
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
５
年

間
の
実
施
計
画
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
施
策
や
事
業

を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、
教
育
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
で
今
後
の

展
望
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

教
育
基
本
法
に
お
い
て
、
地
方
公

共
団
体
に
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い

る
「
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策

に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
を
教

育
委
員
会
と
し
て
策
定
し
た
も
の

で
す
。
（
※
国
の
教
育
振
興
基
本

計
画
を
参
酌
し
て
策
定
し
ま
し

た
。
）

　

本
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
外
部
の
有
識
者
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
、
２

０
０
８
年
８
月
に
は
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
て
教
育
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、　

月
か
ら　

月

１１

１２

に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
あ
ら

た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
は
、
２
０

０
８
年
度
に
策
定
し
た
教
育
目
標

や
基
本
方
針
を
軸
と
し
て
諸
事
業

を
体
系
化
し
た
教
育
施
策
の
全
体

計
画
で
あ
る
「
基
本
プ
ラ
ン
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
と

教
育
が
果
た
す
役
割
や
課
題
な
ど

策
定
ま
で
の
背
景
と
経
過

策
定
ま
で
の
背
景
と
経
過
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本
プ
ラ
ン
の
詳
細
、
市
民
意
識

調
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
市

政
情
報
や
ま
び
こ
や
市
内
各
図
書

館
等
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た

市
政
情
報
や
ま
び
こ
で
は
頒
布
も

行
い
ま
す
。

◇

　

今
後
は
、
こ
の
教
育
プ
ラ
ン
を

基
に
具
体
的
な
施
策
・
事
業
の
計

画
的
な
実
施
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン�

　町田市教育委員会は、子どもたちが知性と感性をはぐくみ、心身とも
に健康で人間性豊かに成長し、互いの人格を尊重するとともに社会の一
員としての自覚をもって地域にかかわる人間に育つことを目指します。�
　また、だれもが生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合うことができ
る社会の実現を目指します。�

教育目標�

　１　子どもの確かな学力と豊かな人間性を育てる�
　２　子ども一人一人に応じた指導体制を充実する�
　３　時代のニーズに応じた学校を建設・整備する�
　４　一貫・連携した教育を推進する�
　５　地域協働の学校を創る�
　６　教員が学校教育に専念できる体制を支援する�
　７　市民のニーズにあった学習機会を提供する�
　８　図書館活用の促進を図る�
　９　文化財活用の促進を図る�
　１０　市民に開かれた教育行政を進める�

　１　小中一貫教育推進事業（小中一貫町田っ子カリキュラムの充実）
　２　新教育課程編成資料作成�
　３　大学連携事業（夏季授業力・教育課題研修）�
　４　特別支援教室整備事業�
　５　特別支援事業�
　６　学校不適応生徒支援事業�
　７　校内研修システムの確立�
　８　学校新設事業�
　９　学校施設リファイン計画�
　１０　学校ネットワーク整備事業�
　１１　小中一貫校設置事業�
　１２　国際理解教育推進事業（国際交流活動）�
　１３　学校支援ボランティア推進事業�
　１４　学校支援センター事業�
　１５　町田市スクールボード校の指定�
　１６　地域運営部活動事業�
　１７　学校パートナーシップ推進事業�
　１８　特別支援教育推進事業�
　１９　給食費等未納対策�
　２０　学習機会の提供計画策定事業�
　２１　生涯学習コーディネーター養成事業�
　２２　既存施設の活用による資料受け渡しシステムの構築�
　２３　「第２次町田市子ども読書活動推進計画」策定事業�
　２４　文化財総合活用プラン策定事業�
　２５　教育委員会の施策等の点検及び評価の実施�
　２６　積極的なパブリシティの推進�
　２７　子ども教育委員会の開催�

重点プラン�

基本プラン�

　日本国憲法及び教育基本法の精神を基盤とし、人権尊重を柱とする町
田市子ども憲章の趣旨を生かして、次代を担う子どもたちに、将来の職
業や生活を見通して社会の中で自立的に生きる力や生涯にわたって学び
続ける意欲、健やかな精神や豊かな心をはぐくみます。�

基本方針１　子どもたちの生きる力と健やかな精神の育成�

　様々な教育課題に対応し、子どもたちにとってよりよい教育を進めるために、教
育環境を充実・整備し、教師の指導力を含めた学校の教育力の向上を図ります。�

基本方針２　学校の教育力の向上�

　保護者や地域、関係諸機関と学校とが連携した健全育成などの教育の取組を進める
とともに、情報発信や公開、学校評価を充実し、信頼される学校づくりを進めます。 

基本方針３　家庭、地域、学校が連携した教育の推進 �

　市民が生涯にわたって、いつでもどこでも自由に学び続けることがで
きる社会を目指し、学習の場や機会の充実、環境の整備を進めます。�

基本方針４　生涯学習の推進�

４つの基本方針�

２２の施策方針�

各主要事業�

の
重
点
施
策�

１０�

の
重
点
事
業�

２７�

「教育目標」…教育委員会が目指す人間像と社会�

「基本方針」…教育目標を実現するための方策指針�
「施策方針」…基本方針を進めるための事業指針�
「主要事業」…施策方針に関わる主要事業の概要�

基本プラン�

「重点施策」…今後、重点的に取り組む施策�
「重点事業」…重点施策を進めるための事業�

重点プラン�

●これからの社会の変化と教
　育が果たす役割�
・社会的要請や教育の現状、
　課題、将来像などを踏ま
　え、長期的視点から社会の
　変化や教育の役割を示す。�

主なキーワード�
・知識基盤社会�
・グローバル化�
・持続可能な発展�
・ノーマライゼーション�
・社会参加・参画等�

主な課題�
・児童生徒増への対応�
・規範意識の向上�
・学力の向上�
・特別支援教育�
・生涯学習への市民ニー
ズの多様化等�

●教育施策の現状と主な課題
・町田市教育委員会が現在直
　面している主な課題を分析
　し、課題解決に向けた教育
　施策につなげる。�

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
構
成

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
構
成

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は

2008年度　町田市教育委員会

児 童 生 徒 表 彰
町田市教育委員会では、様々な活動の場
において一生懸命努力している児童・生
徒を応援するため、その活躍や努力に対
し表彰を行っています。

表彰受賞者（敬称略）
活動内容名　前学校名

合唱コンクール合　　唱　　団鶴川第二小学校
慰問活動（バイオリン演奏）式　町　水　晶山 崎 小 学 校

新聞コンクール

興　梠　夏　奈

町田第二中学校
櫻　井　結　佳
赤 尾 杉 聡 子
小　関　梨　花
新　　聞　　部

テニス松　浦　優　太

南 中 学 校

松　浦　延　慶
陸　上太　田　晃　平

ハンドボール

女子ハンドボール部
松　澤　杏　奈
江　口　佳　奈
佐 々 木 瑠 璃

陸　上中　嶋　瑞　穗鶴 川 中 学 校
バレーボール高　橋　拓　也鶴川第二中学校 合唱コンクール合　　唱　　団
陸　上岩　田　美　優

金 井 中 学 校 水　泳

保 坂 圭 太 郎
神 村 万 里 恵
丸 � 明 日 香
船　越　香　帆
佐　粧　彩　海

地域の伝統芸能（お囃
子）の継承

吉　田　優　美

忠 生 中 学 校

鈴　木　美　夏

地域の伝統芸能（祭囃
子）の継承

黒 尾 め ぐ み
曽　我　侑　子
野　元　瑞　季
沼　澤　莉　甫

ボランティア（福祉 ･環境美化）小 峰 か お る
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募
集
案
内
の
冊
子
は
３
月　

日
１１

（
水
）
か
ら
、
市
役
所
、
森
野
分

庁
舎
、
各
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
市
の
主
な
施
設
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
学
び
を
通
し
て

新
し
い
出
会
い
が
で
き
る
市
民
大

学
で
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
、
毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な

事
情
を
除
く
）
な
方
。
「
環
境
に

や
さ
し
い
陶
芸
入
門
講
座
」
は
初

め
て
の
受
講
の
方
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
「
町
田
の
郷
土
史
Ⅰ
（
縄

文
か
ら
近
世
ま
で
）
」
講
座
は
、

応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て
受

講
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

【
申
込
み
】
募
集
案
内
添
付
の

「
往
復
ハ
ガ
キ
」
を
使
用
す
る

か
、
ま
た
は
市
販
の
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
す
る
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
差
し
支
え
が
な

い
範
囲
で
年
代
・
職
業
を
明
記
し

て
、
４
月
６
日
（
月
）
ま
で
（
必

着
）
に
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｓ
（
〒　

－

０
０
２
２
、
町
田
市

１９４

森
野
１－

　

－

　

、
町
田
市
森
野

３３

１０

分
庁
舎
内
）
へ
郵
送
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も

住
所
、
氏
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

※
申
込
み
は
、
全
講
座
の
中
か

ら
、
１
講
座
の
み
を
選
択
し
、
１

人
１
通
の
申
込
み
と
し
ま
す
。
重

複
し
た
講
座
の
申
込
み
及
び
受
講

は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
込
み

者
本
人
の
受
講
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

【
参
加
費
】
「
ま
ち
だ
の
福
祉
」

講
座
と
「
ま
ち
だ 

d
e

 

エ
コ
・

ツ
ア
ー
２
０
０
９
！
」
講
座
１
０

「心と体の元気学」健康な身体づくりを始めましょう
○時間：９：３０～１１：３０　○会場：町田市立総合体育館（南成瀬）

講師・指導者テーマ・内容日　程
日本体育大学准教授

野村一路レクリエーションスポーツ４／２１（火）

（財）日体スワロー理事
村上千佳子

家庭でできる簡単な筋トレとスト
レッチ４／２８（火）

町田市リズム運動サークル代表
伊藤啓子リズム運動５／１２（火）

気功・太極拳指導者
松矢好布やさしく楽しい気功・太極拳！５／１９（火）

カローリング協会認定講師
北村茂カローリング①５／２６（火）

カローリング協会認定講師
北村茂カローリング②６／２（火）

心と体の元気学スタッフ健康ウォーキング６／９（火）
日本健美操協会

藤井由美健美操６／１６（火）

大和市阿波踊り　笑星連
石山和正阿波踊り①６／２３（火）

大和市阿波踊り　笑星連
石山和正阿波踊り②６／３０（火）

※総合体育館駐車場の利用料金は、有料です。
※健康に不安のある方は、必ず医師に相談した上で本講座をお申込みください。
＜持ち物＞
体育館内で履く運動靴・水分補給飲料・外履きを入れるためのビニール袋

環境にやさしい　電動ロクロ体験講座
ｅｃｏ陶芸とお茶のコラボ

○会場：「陶芸スタジオ」
　　　　町田市下小山田町４０１６番地
○講師：安諸一朗、町田茶道会　協力

○日程
４月コース　
①②４／１８・２５（土）１３：３０～１６：００
③７／５（日）１０：３０～１２：００
５月コース　
①②５／１６・２３（土）１３：３０～１６：００
③７／５（日）１０：３０～１２：００
６月コース　
①②６／６・１３（土）１３：３０～１６：００
③７／５（日）１０：３０～１２：００
※③は共通講義となり、国際版画美術館で行い
ます。

テーマ・内容回
作って、使おう
～器・皿・ビアカップなどから１点選んで
作陶します～

１

マイ・抹茶茶碗づくり２
陶器再生と‘和’のデモンストレーション
～陶器がリサイクルされるって知っていま
すか～
～一期一会　あなたもお茶をたててみませ
んか～

３

「まちだ de エコ・ツアー　２００９！」
ここからはじめる　エコ・アクション

全コース共通プログラム
和光大学教授

堂前雅史基調講義「エコ・アクションのすすめ」５／９（土）１８：００～２０：００

市内・市外各所発見！！　まちだ de エコバスツアー５／１７（日）９：３０～１６：３０
成瀬クリーンセンターわたしたちの出した水のゆくえを知るツアー６／６（土）９：３０～１２：００

町田駅前周辺駅前再発見！　マナーアップを目指して！！
～駅前ポイ捨て防止パトロールへの参加～７／４（土）１０：００～１２：００

和光大学教授
堂前雅史ディスカッション「今日からはじめるエコ・アクション」７／２６（日）１３：００～１５：３０

コース選択制　
（１）Ａコースのみ　（２）Ｂコースのみ　（３）Ａ・Ｂ両方のコースを選択

多摩丘陵の自然入門
外あり）

講師・指導者テーマ・フィールド
長池公園自然館　町田市文化財保護審
議会委員　　　　　　　　　内野秀重

然発見の楽しみ～」
森野分庁舎４階会議室

町田かたかごの森を守る会とおして自然に感謝　　　　　かたかごの森～横峰谷戸

恩田川の会にぎわいにふれる
芹ヶ谷公園～高瀬橋の親水広場～高ヶ坂松葉調整池

成瀬の自然を守る会尾根緑地の保全
自然～　　　　　　　　　　　　　　　　　　成瀬尾根

町田の尾根・谷戸に親しむ会、自然観察を目的とした公園の観察と虫こぶの調査
忠生公園

ねる】
まれた里山の自然と風景を楽しむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 八王子市長池公園

多摩丘陵の自然をまもる市民の会　　　　　　　　　　　　小山田端自然公園～片所谷戸
鶴見川源流自然の会の自然回復を学ぶ　　　　　　　鶴見川源流泉のひろば
野津田・雑木林の会りして考える、原っぱの自然～　　　　　　野津田公園
鶴川自然友の会について　　　　　　　　　　　　　　　　小野路地域
かしの木山自然公園愛護会知り、自然保護を考える　　　　　かしの木山自然公園
梅木窪の会にふれる　　　　　　　　　　　　　　都立小山田緑地
慶應義塾大学教授

岸由二
ようにつきあってゆくか」　
　　　　　　　　　　　　　 　 森野分庁舎４階会議室
等により開始・終了時間、内容等が変わることがあります。
差のある２～５㎞を歩きますので、健康面を十分考慮の上ご参加下さい。

高齢者福祉施設　実習　設　実習
福音の家コース

１４：００～１６：００（例外あり）
ース
（例外あり）

施設実習にあたって
～オリエンテーションと見学～６／５（金）エンテーションと見学～

すとアイマスクの擬似体験～
「介護の基本」～おやつを食べさせてもらおう！寝た
まま入れるお風呂体験（服を着たままで体験）ほか～６／１９（金）

趣味活動をサポートしよう！
～市民大学の修了生と一緒に、入居者の趣味活動を補助～７／３（金）で陶芸体験と施設見学

さんぽに出かけよう！～移動の介助体験～７／１７（金）と一緒に～

清風園コース
１４：００～１６：３０（例外あり）

コース
（例外あり）

清風園を知ろう～オリエンテーション・施設見学など～６／１１（木）エンテーション、見学
第二清風園を知ろう～施設見学など～６／２５（木）
高齢者まるごと体験　～食事・車いす・高齢者疑似体験～７／９（木）
高齢者施設からみた認知症について～職員からのメッセージ～７／２３（木）さぎのお手玉～
救命訓練体験～心臓マッサージ・ＡＥＤの使用法等～９／１０（木）
ドキドキ、ワクワク、外出支援９／２４（木）
趣味活動のお手伝いをしよう～趣味は楽しい！～１０／８（木）らべ人形～
修了生・ボランティア交流会 １０／２２（木）

※食事体験には別途費用がかかります。。

ま　ち　だ　の　福　祉　
講義プログラム

「町田の介護保険の現状と課題」
～支援・介護が必要な高齢者の在宅生活を支える～
【公開講座】
〈シンポジスト〉
ケアセンター成瀬施設長　　　　　　　　川尻勝臣
高齢者福祉課職員　地域包括支援センター職員
〈コーディネーター〉
町田社会福祉士会　　　　　　　　　　　西潟正明

１１／１４（土）
９：３０～１２：３０

※４

これから」

「私ができること　あなたができること」
～地域の福祉を支える～【公開講座】
〈パネリスト〉
市民後見人　
主任児童委員　　　　　　　　　　　　廣瀬眞由美
市民大学修了生
〈コーディネーター〉
桜美林大学講師　　　　　　　　　　　　井上光晴

１１／２８（土）
９：３０～１２：３０

※４

ュニケーション術」
共に生きる～

　　　　　　　　柴田保之

まとめの講義「福祉の担い手をそだてる」
今後の活動について
町田福祉専門学校副校長　　　　　　　　登成一也

１２／５（土）
１０：００～１２：００

※４

成講座」

藕絲館コース専門講義　※３福音の家・清風園コース専門講義
義　ただし、希望があれば、どのコースの受講生も講義に参加できます。

「まちだ市民国際学」　グローバル不況と人々の暮らし
○時間：水曜日　１９：００～２１：００（例外あり）　○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容日　程
日本経済新聞社論説副委員長

伊奈久喜
不況の現状について
～サブプライム・リーマンショック・食糧・石油～

４／２２（水）
１８：４５～２１：００

恵泉女学園大学教授
坂井誠

《恵泉女学園大学協力》【公開講座】
グローバル経済と新自由主義
～問題の根本は何か？～

５／１３（水）

横浜国立大学教授
萩原伸次郎

アメリカの今後
～オバマはアメリカを救えるのか？～５／２０（水）

東洋学園大学教授　　　　　　　　　　　　　朱建栄アジア経済の現状と今後５／２７（水）
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング調査部主席研究員

鈴木明彦日本経済の問題と今後の見通し６／３（水）

神奈川シティユニオン　執行委員長
村山敏

グローバル不況の影響①
～外国人労働者問題～６／１０（水）

首都圏青年ユニオン　書記長
河添誠

グローバル不況の影響②
～セーフティーネットと非正規雇用者問題～６／１７（水）

町田市生活援護課職員・ハローワーク職員グローバル不況の影響③
～町田市の生活保護と雇用の現状～６／２４（水）

立教大学教授　　　　　　　　　　　　　　福島清彦ヨーロッパの現状と動向７／１（水）
恵泉女学園大学教授

坂井誠
まとめ
グローバル不況Ｑ＆Ａ

７／１５（水）
１８：４５～２１：００

「町田の郷土史Ⅰ」　縄文から近世まで
○時間：１８：１５～２０：１５（例外あり）　○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容日　程
小島資料館館長

小島政孝基調講義「町田市はどんなまちか？～縄文時代から現代へ～」４／２１（火）
１８：１５～２０：４５

町田市生涯学習課文化財係学芸員地中の文化財を掘る①～縄文時代のくらし～４／２８（火）
町田市生涯学習課文化財係学芸員地中の文化財を掘る②～縄文・弥生時代のくらし～５／１２（火）
町田市生涯学習課文化財係学芸員
元まちだ史考会会長　　　　　　　　　　　金井和夫

【バス見学】
「目で確かめる町田の歴史」～田端環状積石遺構ほか～

５／２１（木）
８：３０～１７：３０

町田地方史研究会会員
飯田俊郎

古代の町田【公開講座】
～流れ込む文化と生産～５／２６（火）

元まちだ史考会会長　　　　　　　　　　　金井和夫鎌倉・室町時代の町田～小山田氏の興亡と農民の諸相、遺跡の謎～６／２（火）
町田市文化財保護審議会委員　　　　　　　井上恭一戦国時代の町田～古記録を通してみる人々のくらし～６／９（火）
金井和夫、小島政孝、鶴巻孝雄
町田市生涯学習課文化財係学芸員

受講生同士の郷土史フリートーク
～知りたい郷土史～６／１６（火）

町田地方史研究会会員　　　　　　　　　　飯田俊郎郷土史とその史料～郷土史研究へのアプローチ～６／２３（火）
東京成徳大学教授　　　　　　　　　　　　鶴巻孝雄江戸時代の村と百姓～近世村落の成立とくらしぶり～６／３０（火）
町田市生涯学習課自由民権資料館学芸員江戸後期の町田～成熟する地域社会～７／７（火）
町田地方史研究会会員

飯田俊郎
江戸時代の村の女性
～「小島日記」に描かれた女たち～

７／１４（火）
１８：１５～２０：３５

「人間科学」　－現代の「生老病死」と向き合う－
○時間：１８：３０～２０：３０（例外あり）
○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容日　程
東京医科歯科大学准教授

田中智彦
生きて在ること
～生命倫理への問い～

５／８（金） 
１８：３０～２０：４５

和光大学教授
堂前雅史

私達の社会と生命技術
～生命の進化からみた現代の生命技術～５／１５（金）

明治学院大学教授
柘植あづみ

つくられる欲望と管理される身体・生命
～不妊治療・胎児診断・遺伝子技術～５／２２（金）

慶應義塾大学教授
清水透

いのちといのり
～救いを求める家族と患者の尊厳～５／２９（金）

過労死弁護団代表幹事
岡村親宣

現代社会の病と死【公開講座】
～ストレス・うつ・過労死・自殺～

６／６（土）
１４：００～１６：００

東京理科大学教授
田沼靖一

ヒトはどうして老いるのか
～老いと死を科学する～６／１２（金）

長野県農業大学校教授
吉田太郎キューバ医療から考える日本の医療制度６／２０（土）

１４：００～１６：００
ノンフィクション作家

向井承子
超高齢社会の老いと死
～その現実といのちの政治～６／２６（金）

町田市民病院周産期センター長
仁志田博司

周産期医療からのメッセージ【公開講座】
～いのちの誕生と死を考える～７／３（金）

東京海洋大学教授
小松美彦

生と死の自己決定権を問いなおす
～人間の尊厳とは～７／１０（金）

東京医科歯科大学准教授
田中智彦

まとめと話し合い
～生と死を考える～

７／１７（金）
１８：３０～２０：４５
※オプションでホスピス見学を６～７月頃に実施する予定です

Ａ（みどり）コース　
和光大学かわ道楽岡上地区学生たちとともに森の楽しさを感じる笹刈り体験！！５／２４（日）１３：００～１５：００

ＮＰＯ法人鶴見川源流ネットワーク鶴見川源流
保水の森

保水を学ぶ竹切り三昧
【公開講座】６／１４（日）１４：００～１６：００

七国山自然を考える会七国山周辺いにしえの鎌倉古道を守ろう！！６／２０（土）１０：００～１２：００

Ｂ（水・ごみ）コース
リサイクル文化センターごみを減らす町田のチカラ！！５／３０（土）１０：００～１５：００

エコネット町田滝ノ沢周辺
「きれいな泉はあそべる泉」
湧水量は忠生公園の３倍！
【公開講座】

６／２８（日）１０：００～１２：００

鶴見川源流自然の会源流泉のひろば水辺のいきものに触れて泉をまもろう！７／１２（日）１１：００～１２：２０

（３） ２００９．３．２１　
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け
ま
し
た

４３

の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
議　

案
】

○
町
田
市
学
校
給
食
費
徴
収
規
則

の
制
定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し

た
。

○
２
０
０
８
年
度
町
田
市
教
育
委

員
会
の
施
策
等
に
関
す
る
点
検
及

び
評
価
（
２
０
０
７
年
度
分
）
に

つ
い
て
一
部
修
正
可
決
し
ま
し

た
。

○
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

○
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
（
案
）
及

び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て○
ス
ク
ー
ル
ボ
ー
ド
の
設
置
に
関

す
る
方
針
に
つ
い
て

○
小
山
ヶ
丘
一
丁
目
に
設
置
す
る

中
学
校
の
名
称
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

○
町
田
市
の
教
育
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査
の
第
一
次
集
計
結
果
に

つ
い
て

○
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
状
況
等
に
関
す
る
調
査
結
果
報

告
書
に
つ
い
て

○
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

つ
い
て

○
弁
護
士
メ
ー
ル
相
談
制
度
の
実

施
方
針
に
つ
い
て

○
町
田
市
統
括
校
長
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
学
校
の
基
準
の
制
定
に

つ
い
て

ツ
ア
ー
２
０
０
９
！
」
講
座
１
０

０
０
円
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
電

動
ロ
ク
ロ
体
験
講
座
」
４
０
０
０

円
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸
入

門
講
座
」
１
万
５
０
０
０
円
、
そ

の
他
の
講
座
は
３
０
０
０
円
。

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学

　

�
７
２
９
・
１
１
９
５

環境にやさしい
陶 芸 入 門 講 座
○時間：１３：３０～（２時間程度）
○会場：「陶芸スタジオ」
　　　　町田市下小山田町４０１６番地
○講師：森崎達郎

テーマ日程・時間
開講
皿　～タタラづくり～４／１５（水）

壷　～ひもづくり～４／２２（水）

抹茶々碗（その１）５／１３（水）

抹茶々碗（その２）５／２０（水）

練り込み鉢６／３（水）

電動ロクロ（その１）６／１７（水）

電動ロクロ（その２）６／２４（水）

自由制作７／１（水）

窯出し
鑑賞・講評
閉講

７／２９（水）

環

○
　
○

○
４
①
③
５
①
③
６
①
③
※

回

１

２

３

○時間：室内・野外とも１０：００～（例外

日　程
講義「野外観察入門～自然４／２６（日）

カタクリと身近な植物をと５／１０（日）
恩田川流域の生きもののに５／１７（日）

町田・横浜の市境に残る尾
～市民がかかわる地域の自６／７（日）

湧水・自然環境をいかし、６／２８（日）

【近隣のフィールドを訪ね
多摩ニュータウンにかこま８／２（日）

小山の自然と歴史　　　　９／１３（日）
鶴見川源流・泉のひろばの９／２７（日）
原っぱの時間～バッタ採り１０／４（日）
小野路地域での自然観察に１０／１８（日）
秋、自然に触れ、自然を知１１／１（日）
多摩丘陵・谷戸山の自然に１１／２２（日）
講義「足元の自然とどのよ
ディスカッション 　　　　１２／６（日）

※野外学習は、天候や指導団体の都合等
※野外学習は、休憩を挟みますが高低差

障がい者福祉施設
花の郷コー

９：３０～１２：００（例
施設実習にあたって～オリエ
「どんな気持ち？」～車いす６／４（木）

クッキー作りに挑戦！
～利用者さんと一緒に～６／１８（木）

ニーズセンター「花の家」で７／２（木）

草木染め体験～利用者さんと７／１６（木）

大賀藕絲館コ
９：３０～１２：００（例

施設実習にあたってのオリエ６／８（月）
紅花摘みを体験６／２２（月）
紅花染めを体験７／１３（月）
製品を作ってみよう①～うさ７／２７（月）
蓮の刈り取りを体験９／１４（月）
蓮の繊維採り体験９／２８（月）
製品を作ってみよう②～わら１０／１９（月）
蓮繊維の糸より体験１０／２６（月）

※製品づくりは別途費用がかかります。

「町田の福祉の現状とこ
町田市地域福祉部長

４／２５（土）
１０：００～１２：００

※１

「こころをつなぐコミュ
～障がいを持った人と共
【公開講座】　
國學院大學教授　　　　　

５／１６（土）
１０：００～１２：００

※２

「認知症サポーター養成
【公開講座】
〈連携講座〉
町田市高齢者福祉課

５／３０（土）
１０：００～１２：００

※３

※１全コース共通　※２花の郷・大賀藕
※４大賀藕絲館・清風園コース合同講義

������

　南第四小学校における、
定期的な清掃活動や学校・
ＰＴＡ行事の支援

　野球を通した児童の健全
育成

������
��������

　南第一小学校における、
読み聞かせ活動・ブック
トーク、影絵劇上演、図
書室資料の整理等の活動

�������

　町田第三小学校に対す
る、学校行事や設備整備
関連の支援
　登下校パトロール、ゲス
トティーチャー等の活動

　

学
校
給
食
は
、
学
校
給
食
法
に

よ
り
、
運
営
経
費
の
う
ち
施
設
設

備
費
や
人
件
費
以
外
の
食
材
料
費

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
負
担
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
皆
様
方

か
ら
お
預
か
り
し
た
給
食
費
に
よ

り
運
営
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
０
８

年　

月
３
日
に
行
わ
れ
た
第
７
回

１０

定
例
会
に
お
い
て
「
町
田
市
学
校

給
食
費
徴
収
規
則
」
の
制
定
に
つ

い
て
議
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

学
校
給
食
の
運
営
方
法
を
よ
り
明

確
に
す
る
た
め
に
定
め
た
も
の

で
、
２
０
０
９
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
①
学
校

給
食
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
②

給
食
費
の
徴
収
方
法
に
関
す
る
こ

と
③
給
食
費
の
返
還
方
法
に
関
す

る
こ
と
④
督
促
に
関
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。

　

小
学
校
の
保
護
者
の
皆
様
に

は
、
４
月
以
降
、
各
学
校
よ
り
学

校
給
食
の
提
供
に
関
す
る
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

中
学
校
給
食
の
申
込
み
方
法
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「町田市学校給食費�
徴収規則」�
を制定　�
しました�

「町田市学校給食費�
徴収規則」�
を制定　�
しました�

MILK

工
夫
し
た
実
践
を
報
告
し
、
会
場

に
集
ま
っ
た
学
校
の
先
生
や
保
護

者
・
地
域
の
方
々
、
約
１
５
０
人

が
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
会
に
参
加
し
た
保
護

者
・
地
域
の
方
々
か
ら
は
、
「
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
が
子
ど
も
た
ち
の

将
来
の
こ
と
を
考
え
、
特
色
を
出

し
て
い
た
。
よ
り
よ
い
地
域
と
の

か
か
わ
り
は
健
全
な
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
く
上
で
大
事
だ
と
感

じ
た
。
」
「
小
中
一
貫
教
育
は
、

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
と
思
っ
て

い
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
て
驚
い
た
。
全
て
の

小
・
中
学
校
が
、
何
ら
か
の
方
法

で
つ
な
が
り
の
あ
る
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
」
等
の
感
想
や

意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
小
中
一

貫
教
育
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

��������������������
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町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
広

く
市
民
の
皆
様
に
本
市
の
学
校
教

育
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
昨
年
４
月
に

実
施
さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
の
結
果
を
、
２
０
０

８
年　

月
１
日
か
ら
市
の
ホ
ー
ム

１２

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

��������������
����������������		

町田市ホームページ⇒暮
らしのガイド⇒教育委員
会⇒学校教育⇒全国学力
・学習状況調査の結果の
公表について

【
調
査
結
果
か
ら
】

　

町
田
市
の
平
均
正
答
率
は
小
・
中
学
校
共
に
、
東
京
都
・
全
国

と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
知
識
・
技
能
を

「
活
用
す
る
力
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
改
善
策
と
し
て
、
小
学
校
の
段
階
で
は
、
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
を
辞
典
や
関
連
す
る
資
料
集
で
調
べ
た
り
、
結
果

の
正
誤
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
至
る
ま
で
の
考
え
方
も
確

認
し
た
り
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
ま
た
、
中
学
校
の
段

階
で
は
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
の
中
心
や
理
由
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
こ
と
や
、
目
的
に
応
じ
た
資
料
を
適
切
に
使
い
分
け
る
こ
と

な
ど
の
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

学力調査結果
【小学校】平均正答率　※（　）内の数値：平均正答数／問題数

算　数国　語
Ｂ：主として

活用
Ａ：主として

知識
Ｂ：主として

活用
Ａ：主として

知識

５５．６％
（７．２／１３）

７３．４％
（１３．９／１９）

５３．８％
（６．５／１２）

６８．０％
（１２．２／１８）町田市

５５．７％
（７．２／１３）

７４．２％
（１４．１／１９）

５４．１％
（６．５／１２）

６８．５％
（１２．３／１８）東京都

５１．６％
（６．７／１３）

７２．２％
（１３．７／１９）

５０．５％
（６．１／１２）

６５．４％
（１１．８／１８）全　国

【中学校】平均正答率　※（　）内の数値：平均正答数／問題数
数　学国　語

Ｂ：主として
活用

Ａ：主として
知識

Ｂ：主として
活用

Ａ：主として
知識

４８．９％
（７．３／１５）

６３．７％
（２２．９／３６）

６０．７％
（６．１／１０）

７２．６％
（２４．７／３４）町田市

４８．９％
（７．３／１５）

６２．６％
（２２．５／３６）

６１．４％
（６．１／１０）

７３．５％
（２５．０／３４）東京都

４９．２％
（７．４／１５）

６３．１％
（２２．７／３６）

６０．８％
（６．１／１０）

７３．６％
（２５．０／３４）全　国

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
のの

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す



２００９．３．２１ （４）

「町田っ子２００８展」
を開催しました

～～わわたたししたたちちのの町町田田
「「昔昔・・今今・・そそししてて未未来来」」～～

　

町
田
市
で
は
、
児
童
の
増
加
に

よ
る
忠
生
第
一
小
学
校
の
大
規
模

校
化
を
解
消
し
、
学
校
規
模
お
よ

び
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

「
図
師
小
学
校
」
（
図
師
町
２
３

９
番
地　

）
を
４
月
に
開
校
し
ま

１９

す
。
開
校
に
先
駆
け
て
、
３
月　
２７

日
（
金
）
に
は
、
「
小
学
校
落
成

記
念
式
典
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
４
月
６
日
（
月
）
に
は
、

「
開
校
式
・
始
業
式
」
、
２
０
０

９
年
（
平
成　

年
）
度
新
一
年
生

２１

を
迎
え
た
「
入
学
式
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

▲１月２４日に行われた表彰式

施　設　概　要
【小学校】
〈敷 地 面 積〉２０，５４１．９５㎡
〈延 床 面 積〉９，０３８㎡
〈構　　　造〉鉄筋コンクリート造

（一部鉄骨造）地上３階建て
〈施設内容〉
普 通 教 室　１８教室（予備教室６教室分）

オープンスペース
特別支援教室　学習室、小教室、実習室、

プレイルーム
特 別 教 室　図工室、音楽室、理科室、

家庭科室、図書室、パソコ
ン室、ランチルーム

管 理 諸 室　校長室、職員室、事務室、保
健室、印刷室、用務主事室、
教育相談室

そ の 他　給食室、配膳室
　　　　　　　体育館（７５２㎡）
　　　　　　　プール（２５ｍ×６コース）
　　　　　　　１３人乗りエレベーター１基

【学童保育クラブ】
〈延床面積〉約２３７㎡
〈構　　造〉軽量鉄骨造平屋建て

　

「
図
師
小
学
校
」
は
、
町
田
市

の
新
設
校
と
し
て
は
、
「
小
山
ヶ

丘
小
学
校
」
開
校
以
来
、
４
年
ぶ

り
と
な
り
、
市
立
小
学
校
数
は　
４１

校
と
な
り
ま
す
。

　

新
設
小
学
校
は
、
町
田
リ
サ
イ

ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
や
町
田
市
立

室
内
プ
ー
ル
の
近
く
に
位
置
す
る

閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
、
自
然
環

み
ど
り
豊
か
な
自
然
の
中
に

建
つ
小
学
校

○
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
人
と

か
か
わ
り
、
文
化
に
触
れ
、
主
体

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
開
か
れ

た
学
校

○
多
様
な
学
習
形
態
に
対
応
し
、

豊
か
な
教
育
活
動
が
で
き
る
学
校

○
人
と
自
然
の
共
存
の
中
で
学
べ

る
学
校

○
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
）
の
理
念
を

生
か
し
た
学
校

○
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
学
べ
る

学
校

○
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
兼
ね
備
え
た
学
校
施
設

学
校
建
設
の
基
本
方
針

　

主
な
特
徴
と
し
て
、
小
山
ヶ
丘

小
学
校
に
引
続
き
、
廊
下
と
教
室

の
間
に
仕
切
り
が
な
い
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
型
の
普
通
教
室
を
採
用

図
師
小
学
校
の
特
徴

し
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
授
業
を

は
じ
め
、
総
合
学
習
の
時
間
や
少

人
数
指
導
等
、
様
々
な
学
習
形
態

に
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
、
一

部
の
教
室
に
は
教
育
効
果
の
高
い

電
子
黒
板
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
①
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
手
す
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
段

差
の
解
消
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

②
車
椅
子
は
も
ち
ろ
ん
オ
ス
ト
メ

イ
ト
（
人
工
肛
門
・
膀
胱
保
有

者
）
の
方
の
利
用
も
可
能
な
「
だ

れ
で
も
ト
イ
レ
」
の
設
置
③
環
境

に
配
慮
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
④

ト
イ
レ
洗
浄
水
や
校
庭
散
水
へ
の

雨
水
再
利
用
⑤
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
緩
和
な
ど
の
た
め
の
屋
上

緑
化
整
備
⑥
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
対

策
の
た
め
の
内
装
材
使
用
な
ど
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
エ
コ
ス
ク
ー

ル
の
推
進
⑦
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
品

の
積
極
的
利
用
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
、
開
放
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

の
方
々
に
も
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
考
慮
さ
れ
た
施
設
配
置
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
町
田
市
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
町
田
市
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

感
謝
状
贈
呈
式
」
を
開
催

　

感
謝
状
贈
呈
式
」
を
開
催

　

２
月　

日
（
金
）
に
町
田
市
民

２０

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
町
田
市

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
状

贈
呈
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
学
校
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
、
様
々
な
形
で
学
校
を

支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
学
校
教
育
に
参
画
す
る

こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の
多
様
な

体
験
の
機
会
が
増
え
、
規
範
意
識

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

体
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
図
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
部
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
、
農
業
体

験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
学
校
を
支

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
感
謝

状
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
感
謝
状
贈
呈
の

他
に
神
奈
川
大
学
の
久
田
邦
明
先

生
の
講
演
会
や
町
田
市
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま

っ
た
学
校
の
先
生
や
保
護
者
・
地

域
の
方
々
、
約
１
５
０
人
が
、
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
よ

り
、
学
校
支
援
の
た
め
の
新
規
事

業
と
し
て
「
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域
人

材
を
広
く
募
集
し
、
学
校
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
人
材
を
紹

介
す
る
窓
口
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
充
実
さ
せ
、
日
頃

よ
り
学
校
教
育
へ
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

と
学
校
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

学
校
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

支援内容団体名学校名

体 育 教 育特定非営利活動法人アイ
スホゲルスポーツクラブ町田第一小学校１

児 童 園 芸 委 員 会森っ子ガーデン
を 育 て る 会町田第四小学校２

ボ ラ ン テ ィ ア
コ ー デ ィ ネ ー タ ー

コ ミ ュ ニ テ ィ
委 員 会本町田小学校３

パ ト ロ ー ル成瀬団地自治会南第二小学校４
農 業 体 験農業体験応援隊つくし野小学校５
英 語 活 動ハローフレンド小 川 小 学 校６

本 の 読 み 聞 か せつる四おはなし会 
「がらがらどん」鶴川第四小学校７

音 楽 活 動アンサンブル・カンタービレ三 輪 小 学 校８

健 全 育 成青少年健全育成
忠 生 第 一 地 区山 崎 小 学 校９

図 書 ボ ラ ン テ ィ ア図書ボランティア室木曽境川小学校１０
支援内容名前（個人）学校名

ボランティアコーディネーター宮 島 栄 一町田第二小学校１
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア手 塚 圭 子町田第三小学校２
ボランティアコーディネーター押 村 宙 枝町田第五小学校３
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア岡 村 真 理町田第五小学校４
パ ト ロ ー ル横 山 幸 夫藤の台小学校５
パ ト ロ ー ル影 山 仁 造藤の台小学校６
図書ボランティア、植栽鏡　 路 子本町田東小学校７
情 報 教 育大 野 恭 二南第一小学校８
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア加 藤 い く 子南第三小学校９
ボランティアコーディネーター堀 内 禮 子成瀬台小学校１０
農 業 体 験尾 崎 利 雄鶴 間 小 学 校１１

支援内容名前（個人）学校名
教 育 ボ ラ ン テ ィ ア佐 合 昭 宏高ケ坂小学校１２
教 育 ボ ラ ン テ ィ ア武 田 渉 明高ケ坂小学校１３
情 報 教 育尾 形 賢 士成瀬中央小学校１４
農 業 体 験小 林 重 一鶴川第一小学校１５
農 業 体 験小 林 文 重鶴川第一小学校１６
ボランティアコーディネーター川 部 嘉 章鶴川第二小学校１７
農 業 体 験大 塚 敦 男鶴川第三小学校１８
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア森　 和 子鶴川第四小学校１９
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア谷 釜 房 子大 蔵 小 学 校２０
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア大 貫 玲 子小山田南小学校２１
農 業 体 験内 田　 晃小 山 小 学 校２２
農 業 体 験井 上 正 治小 山 小 学 校２３
ボランティアコーディネーター吉 田 眞 由 美大 戸 小 学 校２４
教 育 ボ ラ ン テ イ ア渋 谷 世 津 子大 戸 小 学 校２５
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア庄 司 則 子町田第一中学校２６
フ ラ ワ ー ア レ ン ジ
メントボランティア一 ノ 瀬 美 江 子町田第一中学校２７

学校支援ボランティア瀬 戸 芳 男町田第二中学校２８
部活動ボランティア森 崎 信 行鶴 川 中 学 校２９
部活動ボランティア花 岡 牧 夫鶴 川 中 学 校３０
部活動ボランティア滝 口 雅 文鶴川第二中学校３１
部活動ボランティア江 頭 眞 喜 子鶴川第二中学校３２
体 育 教 育蛯 原 文 明薬 師 中 学 校３３
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア田 村 ゆ り 子忠 生 中 学 校３４
部活動ボランティア田 代 宗 一 郎山 崎 中 学 校３５
部活動ボランティア吉 田 恵 理 子木 曽 中 学 校３６
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア百 塚 智 佳 子小山田中学校３７
学校支援ボランティア宮 川 美 智 子堺 中 学 校３８

　

「
町
田
っ
子
２
０
０
８
展
」

は
、
町
田
市
制　

周
年
を
記
念
し

５０

て
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

町
田
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
機

会
と
し
て
、
「
わ
た
し
た
ち
の
町

田
『
昔
・
今
・
そ
し
て
未
来
』
」

を
テ
ー
マ
に
、
絵
画
と
作
文
を
募

集
し
、
１
月
７
日
〜
２
月　

日
ま

１５

で
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
、
絵
画
の
部
で
１

２
６
点
、
作
文
の
部
で
２
１
３
点

に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
の
特
別

賞
、
優
秀
賞
（
絵
画
の
部　

点
、

２６

作
文
の
部　

点
）
の
作
品
を
展
示

３８

し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
３
６
０
０
名
を
超

え
、
来
場
者
か
ら
は
、
昔
を
懐
か

し
む
声
や
作
文
に
感
心
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月　

日
（
土
）
に

２４

は
、
特
別
賞
（
市
長
賞
・
教
育
委

員
長
賞
・
教
育
長
賞
）
に
輝
い
た

　

点
の
作
品
に
対
し
て
、
表
彰
式

１２を
行
い
ま
し
た
。

祝
　

開

校

図師小学校が開校�図師小学校が開校�
～多様な教育活動が�
　　可能なオープンスペース型～�
～多様な教育活動が�
　　可能なオープンスペース型～�

「町田っ子２００８展」
を開催しました

～～わわたたししたたちちのの町町田田
「「昔昔・・今今・・そそししてて未未来来」」～～

「町田っ子２００８展」
を開催しました

～～わわたたししたたちちのの町町田田
「「昔昔・・今今・・そそししてて未未来来」」～～

○
月
×
日�

日直�

▲ステンレス無塗装プール�

▲オープンスペース型の普通教室�

▲中庭から見た校舎�

▲オープンスペースと�
　読書コーナー�

　

今
年
度
も
中
学
生
職
場
体
験
が

行
わ
れ
、
教
育
委
員
会
で
も
中
学

生
が
資
料
づ
く
り
な
ど
の
仕
事
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
日
の
新
聞
に
は
、
「
町
田
市

中
学
校
２
年
生
職
場
体
験
特
集

号
」
が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▲つくし野中学校の生徒が制作
した資料　　　　　　　　

▲屋上の太陽光発電設備�

境
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

２００８年度学校支援ボランティア感謝状対象者（団体・個人）

��������
����

３月２７日の落成記念式典
終了後、午前１１時３０分か
ら３０分程度、施設の見学
ができます。


